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【論文】 

 

大学体育授業におけるバレーボールの三段攻撃習得のための教授方法の提案 

-バドミントンを用いた導入手法- 

 

森 祐貴 

Yuki Mori       

 

1.緒言 

1964 年の東京オリンピックから正式種目として採用さ

れたバレーボール競技は，6人制バレーボールだけでなく，

同じくオリンピック種目として採用されている 2 人制の

ビーチバレーボール，パラリンピックやデフリンピックで

正式種目として採用されているシッティングバレーボー

ル，日本では実業団，クラブ，家庭婦人のカテゴリーで行

われることの多い 9人制バレーボール，4人制で専用のゴ

ム製のボールを使用して行われるソフトバレーボールが

ある(日本バレーボール協会, 2017)．数ある競技種目の中

でも老若男女様々な世代の人々が楽しめるバレーボール

は，年代に合わせて幅広く体育授業教材としても実践され

ている競技である． 

しかし，中高の学校体育現場の実状としては，体育授業

で実施されている競技種目では，部活動で行われるような

論理をそのまま実践しているケースや学生の習熟度に合

っていない学習過程や結果を重視する傾向があり，技術的

な上手さや結果が求められ，運動が苦手な学生は体育嫌

い・スポーツ嫌いに陥る傾向にあるという報告もある(世

羅, 2000)．その要因として考えることができるのは，世

羅(2000)のバレーボール授業を対象にした研究の中で挙

げられたラリーが続かないこと，自分のところにボールが

来るのが恐い，ボールが当たると痛いなどの不安要素を生

徒の実態として教員が理解した上で授業を行っていない

可能性が考えられる． 

次に本研究の対象カテゴリーである大学の一般体育で

は，競技的要素も少なく，技能もそれほど高さを要求され

ず仲間との協力を主眼に置くことで体育が苦手と感じて

いる学生も楽しむことに焦点を当てている(塙・高橋, 

2008)．大学体育授業履修者の履修動機としては，教員免

許取得のための必修であること，一般体育として単位数確

保のためとしての履修，または身体を動かすことが好きで

履修する者など小中高の体育授業の中でバレーボールの

基本技術練習を経験してはいるが多種多様なモチベーシ

ョンや技量，運動能力を有する集団で構成されている． 

個人によって得意，不得意がある中で，鵜川(2008)の研

究の中で述べられている「例えばバレーボールでワン，ツ

ー，スリーを続けさせ位置取りや連携も工夫するゲーム練

習や，「今できること」で攻防できるようにルールを工夫

した簡易ゲームの段階を踏まない傾向もあったと思われ

る．」は指導する側の人間が対象者に合わせて考慮しなけ

ればならない点であると言える．まさに，この部分に考慮

しない授業課題は，鵜川(2008)の述べる「今できることが

ないのにできそうにない課題」を与えてしまっていること

になっている． 

体育授業で実施されるバレーボール競技において重視

され基礎的なプレーであるパスとサーブなどと同様に単

元計画において個別に練習が行われる三段攻撃(①レシー

ブ(レセプション・ディグ)―②トスー③アタック)はバレ

ーボール未経験者，初心者には難しいものであると推察さ

れる．バレーボールの競技特性である空中でボールを掴む，

投げる，止めることができない中でボールコントロールを

しなければならないことがその要因として挙げることが

できる．そこで，本研究ではバレーボール未経験者，初心

者において難しいとされる三段攻撃を習得するための導

入時の段階練習方法を提案することを目的とした． 

 

2.教授方法の検討 

バレーボールの技術は，直接得点に結びつかないパス，

トス，レシーブのノンスコアリングスキルと直接得点に結

びつくサーブ，スパイクのスコアリングスキル，サーブ→

レセプション→トス→レセプションアタック→ブロック

→ディグ→トスの一連の技術をつなぎ合わせたスキルチ

ェーンがある(永谷・工藤, 2017)．体育授業の限られた時

間の中では，ノンスコアリングスキル，スコアリングスキ

ルの個別技術習得のみのまま，スキルチェーンを必要とす

るゲーム課題へ入ってしまうことが多い．そのために，バ

レーボール競技の醍醐味である長いラリー展開や三段攻

撃からのコンビネーションをゲームの中で実践していく

ことが難しいのが現状である． 
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（1）運動類縁性 

宮平(2011)の研究では，「トップアスリートの世界では

専門種目の壁を越え，トレーニングの一環として，理想と

する動作を習得するために専門とは異なるスポーツを取

り入れている」と述べられている．その例として挙げられ

ているのが，フィギュアスケート選手がクラシックバレエ

の習得を行うことや，体操競技の内村航平選手が幼少期よ

りトランポリンで空中動作を磨いたことがある(宮平, 

2011)．その他にも，大菅小百合選手がスピードスケート，

自転車競技の両種目においてオリンピック出場を果たし，

近年では，スノーボード競技の平野歩夢選手が 2020 年東

京オリンピックで新競技として追加されたスケートボー

ド競技でも活動しているという事例がある．異なる競技種

目の間にも類似した動作が存在しており，パフォーマンス

向上に繋がる可能性も示唆されている． 

 

（2）バレーボール教材における授業研究 

鵜川(2008)によって述べられている「ネット型球技種目

のラリー練習をラリーを続けさせることが少ないまま，ゲ

ームに入り「うまさが少ない強さ」を求める傾向にある」

との指摘通りに個別技術の習得だけでなく個別技術を活

用した連続した技術の繋がりである三段攻撃を習得しラ

リーを数多く経験するためにバレーボール教材において

も多くの授業研究がされている(殿垣, 2008 ; 松尾, 

2008 ; 石田, 2014 ; 塙, 2015)．バレーボール競技の醍

醐味の 1 つでもある三段攻撃を含めたラリー展開を習得

するためには，鵜川(2008)が述べている「できそうな感覚」

を掴んでもらう指導力が必要なるため，指導する側は，ル

ールや競技人数，視点を変えてより学習者の技能向上や満

足度を高めるための工夫が上記の授業研究において実践

されている． 

 

3.教授方法の提案 

（1）大学体育授業におけるバドミントン競技 

文部科学省による体育における球技の 3 つ分類の中で，

バレーボール競技同様に，ネット型とされるバドミントン

競技は，大学体育授業においても人気種目であり，中高体

育授業でも多く実践され，平野(2015)の研究でもバドミン

トンを経験していない学生は，115 人中 9名の 9割以上に

授業経験があったということからも比較的，授業教材とし

て扱いやすい競技の 1 つである(藪崎, 2019 ; 渡部, 

2015)． 

 

 

（2）バドミントンバレーボール 

バレーボール競技よりも目標物(ボール，シャトル)の空

中での滞空時間が長いことを考えバドミントンラケット

とバドミントンシャトルを用いて実施された．また，得点

をとることよりもバレーボール競技の導入課題とするた

めに，連続した技術の繋がりである三段攻撃を習得しラリ

ーを数多く経験することを主眼においた実施内容とする

ために得点制ではなく時間制でゲーム進行を行う．また，

バドミントン競技は体育授業での経験者が比較的多くあ

る程度のヒッティング技術を学生が持っていると想定す

ることができる．バドミントンバレーボールのルールは以

下に示す通りである(図 1)． 

1.コートの広さはバドミントンのダブルスコート(13.4m

×6.1m)． 

2.ネットの高さは 2m． 

3.ゲーム時間は 5分間． 

4.ゲーム人数は 4 名(セッター1 名，コートプレーヤー3

名)． 

5.ラリーポイント制で行う． 

6. ローテーション制度：新たにサーブ権を得るたびに，

時計周りに 1 つローテーションし，新たに BR のポジショ

ンに着いたプレーヤーがサーバーとなる． 

7.サービスは，バドミントンのサービスコートから打つ． 

8. 3 回以内の打数で相手コートへ返球する．(三段攻撃の

習得を主眼においているために出来るだけ 3 回での返球

を意識して行う．) 

9. 図 1 のように，セッター1名，コートプレーヤー3名の

ポジション配置を行い，アタック動作において前衛，後衛

の関係は特 6.3 回以内の打数で相手コートへ返球する． 

 

 

図 1：バドミントンバレーボールのルールおよび

進行説明 
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4.まとめおよび今後の展望 

バレーボール競技は体育授業教材として多く実施され

るが，授業内にバレーボール経験者が多く履修している場

合は，経験者中心に段階的に授業進行をすることができる

が，履修者の選定については，指導する側が意図的に行う

ことができないので，初回の授業が開始されてからの確認

となる．その点を考慮すると，未経験者や初心者でも 15 回

の授業回数の中で試合形式まで持って行こうとすると個

別技術の習得課題と合わせて複合技術課題である三段攻

撃を含めたラリー形式の課題を行う必要がある．日本古来

の文化として，日本武道には，基礎基本にこだわる「型の

文化」がある(永木ほか, 1996)．それは，武道に限らず他

の競技種目においても基礎基本の反復練習が推奨される

風潮にあることは確かなことだろう．そうした日本スポー

ツの文化背景も，教育現場での個別技術の習得課題中心の

授業進行に関係していることが推察される． 

 バレーボールやバドミントンなどの対峙型球技種目の

技術習得のためには，サービスとレシーブなどの「技をセ

ット」で行う必要がある(鵜川, 2008)．本研究で提案した

バドミントンバレーボールにおいても，サーブ→レシーブ

→トス→アタックの複合技術の繋がりである三段攻撃を

含んだラリー展開を多く経験することができる内容であ

った．三段攻撃を行う上で，バレーボール技術の中でも難

易度が高い 3 本目のアタックの成否に大きく影響を及ぼ

すトスアップにおいてボールの下に入り込んでボールタ

ッチをする必要がある．図 2に示されるように学生が，自

然とバドミントンのラケットをシャトルの下方向から出

していることがわかる．これは，トスアップ技術に繋がる

可能性を有する動作であり 3 本目のバドミントンのスマ

ッシュは，同じオーバーハンド型の打運動のバレーボール

のスパイクと類似した動作である．スポーツ動作の転移を

用いた指導法に関する宮平(2011)の研究で，述べられる異

なる競技から類似した動作の習得が技術習得に繋がると

いうことからもバドミントンバレーボールがバレーボー

ル技術の習得に繋がること可能性が示唆された． 

 今回は，大学体育授業におけるバレーボールの三段攻撃

の習得のための教授方法の提案ということで，アイディア

の提供で完結するが，今後現場での活用を目指していくこ

とが課題である．そのためには，実施前後のスキルテスト

やゲームテストなども行っていく必要がある．また，対象

を大学体育のみに限らず幅広く中学校体育や高校体育で

も実施していくことも意義があることだろう． 

（もり ゆうき 教育学部教育学科非常勤講師） 

 

図 2：トスアップ時のラケットの面の方向 
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